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と
か
花
す
す
き



岩国市文化功労賞
受賞者

令和２年度

　平成５年に科学センター館長に就任され
「天体クラブ」を創設し、退職後も小中学
校での出前授業をはじめ、天体教室や観月
会などで地域の子供たちが天体観測を体験
する機会を提供してこられました。また「水
辺の教室」などの環境教育活動にも熱心に
取り組まれ、広く市民への啓発や指導者の
育成にも携わられ、自然科学・環境教育の
普及・啓発に大いに寄与されました。岸

きしむら

村　進
すすむ

（82歳）

　市の文化振興や文化団体の育成などにおいて功績のあった人に贈ら
れる、岩国市文化功労賞の受賞者が決定しました。
　表彰式は11月３日㈷10時30分から岩国市民文化会館大ホールで行わ
れます。【敬称略・五十音順】
                                       　　　　　　 問文化振興課☎（29）5211

山
やまもと

本　一
い ち ゆ

遊
（58歳）

　多年にわたり、書道文化の普及に貢献さ
れ、幼児から高校生、さらには大学生から
一般まで、卓越した指導力を発揮され、書
道文化の素晴らしさを広め、地域の文化芸
術活動の振興に寄与してこられました。
　平成10年に日展初入選後、18回の入選を
数え、さらに数々の書展において栄えある
受賞実績を有され、全国的に高い評価を受
けておられます。

　役者として「劇団のんた」の舞台に立ち、
公演のプロデュースも担当されながら、昭
和50年から事務局長に就任され、今年創立
60周年を迎えた劇団の運営にも尽力してこ
られました。さらに岩国市文化協会部門理
事を24年間、山口県演劇協会の事務局長も
長年務められるなど、岩国市をはじめ、山
口県の舞台芸術の発展に大きく貢献されま
した。田

た む ら

村　順
じゅんげん

玄
（75歳）
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耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　（21）3337FAX

　10月初旬、秋風に揺れるススキ
やオギなどの草花が太陽の光に照
らし出され、黄金色の美しい景観
を作っていました。ススキは秋の
七草の一つで、その姿を人が手招
きしている様子に例えた和歌や俳
句が数多く詠まれています。

表紙の説明

黄金色に輝く秋の草花
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の
締
結
に
つ
い
て

○
東
小
中
学
校
プ
ー
ル
・
部
室
棟
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端
末（
ｉ
Ｐ
a
ｄ
）

の
買
入
れ
に
つ
い
て　

○
市
道
上
駄
床
１
号
線
災
害
復
旧
工
事
（
２

工
区
）
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

《
議
員
提
出
議
案
》

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果
　可決・
採択など

　否決・不
採択など 継続審査

諸般の報告 9 ― ― ―

監査報告 3 ― ― ―

報　　告 3 ― ― ―

諮　　問 3 （3） 3 0 0

認　　定 13 （13） 13 0 0

議　　案 22 （22） 22 0 0

議員提出議案 1 （1） 1 0 0

《
監
査
報
告
》

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

《
報
告
》

○
市
道
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
に
つ
い
て

《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
寺
岡
𠮷
輔（
由
宇
町
）

【
再
任
】
室
口
美
千
子（
玖
珂
町
）

【
再
任
】
齋
藤　

浩（
本
郷
町
）【
敬
称
略
】

《
認
定
》

○
令
和
元
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

な
ど
13
件

《
議
案
》

○
令
和
元
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

《
諸
般
の
報
告
》

〇
Ｆ
Ａ
―
18
と
Ｋ
Ｃ
―
１
３
０
の
空
中
接
触

に
よ
る
墜
落
に
関
す
る
事
故
再
調
査
結
果
に

つ
い
て

〇
岩
国
飛
行
場
に
お
け
る
Ｆ
―
35
Ｂ
へ
の
機

種
更
新
に
つ
い
て

〇
新
港
町
二
丁
目
の
下
水
道
工
事
に
係
る
事

故
に
つ
い
て

○
岩
国
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

○
い
わ
く
に
バ
ス
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

○
一
般
財
団
法
人
玖
珂
町
体
育
施
設
等
管
理

協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
美
川
開
発
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て○
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

〇
岩
国
飛
行
場
に
お
け
る
Ｆ
―
35
Ｂ
へ
の
機

種
更
新
に
係
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

（
第
３
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
観
光
施
設
運
営
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
感
染
症
拡
大
防
止
基
金
条
例

○
岩
国
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
岩
国
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
装
束
ポ
ン
プ
場
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

審議項目と結果

2020.11.1

市
議
会
９
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

　

市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
８
月
28
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
や
一
般

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

問
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もしものときのために

人生会議をしてみませんか
　誰にでも、突然脳卒中で倒れたり認知症になったりする可能
性があります。そのような状態になると、約７割の人が、医療
や介護などの方針を自分で決めたり、望みを人に伝えたりする
ことができなくなるといわれています。
　自分らしい最期とは何か。考え、話し合ってみませんか？
問高齢者支援課　地域包括ケア推進班☎（29）2566

も
し
も
の
と
き
の
こ
と
を
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　　

皆
さ
ん
は
身
体
の
衰
え
や
病
気
な
ど
に

よ
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
の
こ
と
を
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

病
院
や
施
設
に
入
所
す
る
の
が
当
た
り

前
と
考
え
る
人
、
住
み
慣
れ
た
家
で
最
期

ま
で
で
き
る
限
り
生
活
し
た
い
と
思
う
人
、

考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

し
か
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
か
ら
で
は
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
人
生
の
最
終
段

階
に
は
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

人
生
会
議
と
は

　

自
ら
が
今
後
受
け
た
い
と
望
む
医
療
や

介
護
に
つ
い
て
、
家
族
や
か
か
り
つ
け
医

な
ど
と
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
を
人

生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
呼
び
ま
す
。

　

事
前
に
思
い
を
共
有
し
て
お
く
こ
と
で

も
し
も
の
と
き
に
も
、
自
分
の
希
望
に
添

っ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
生
会
議
は
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
体
制
を

整
え
る
上
で
も
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

幸
せ
な
生
き
方
・
逝
き
方

　

幸
せ
な
生
き
方
・
逝
き
方
に
つ
い
て
岩

国
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
西
岡
院
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

誰
に
で
も
介
護
が
必
要
に
な
る

　
　
　
　
　
　

と
き
は
必
ず
く
る

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化
が
進
む
こ

と
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
る
人
の
割
合

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

で
も
い
つ
か
は
必
ず
介
護
が
必
要
に
な
る

時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
と
き
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

介
護
を
受
け
た
い
か
事
前
に
考
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

我
々
医
療
関
係
者
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
や
市
と
連
携
し
な
が
ら
高
齢
者
を
支

え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

不
安
な
こ
と
や
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。

早
い
う
ち
に
家
族
間
で

　
　
　

思
い
を
共
有
す
る
機
会
を

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
自
宅
で

暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
人
は
多
い
よ
う

で
す
。
し
か
し
在
宅
介
護
を
行
う
場
合
、

車
い
す
や
電
動
ベ
ッ
ド
の
購
入
、
食
事
の

介
助
な
ど
、
家
族
に
大
き
な
負
担
が
か
か

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
設
備

が
整
い
専
門
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
施
設

の
方
が
、
本
人
や
家
族
の
望
む
療
養
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
り
費
用
は
ど
れ

く
ら
い
か
か
る
か
な
ど
、
家
族
間
で
情
報

を
共
有
し
備
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

１
人
で
抱
え
込
ま
ず

　
　

周
囲
の
人
に
相
談
し
て
み
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
簡
単
に
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
自
ら
必
要
な
情
報

を
得
な
が
ら
人
生
の
最
期
に
向
け
た
準
備

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

１
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
周
囲

の
人
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
で
、
自
分
の

考
え
が
整
理
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

考
え
を
整
理
し
、
思
い
を
伝
え
る
努
力

が
自
分
ら
し
い
最
期
に
つ
な
が
り
ま
す
。

西岡医院

西岡　義幸 院長
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最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に

　

人
生
の
最
期
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
迎

え
る
か
選
択
肢
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
身
近
な
人
た
ち

と
話
し
合
い
、
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
お

互
い
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
医
療
・
介
護
・
福
祉
と
地
域
を

つ
な
ぎ
包
括
的
に
高
齢
者
を
支
援
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
高
齢
者
支
援
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

人生会議の進め方

ＳＴＥＰ１
あなたが大切にしていることは何か
考えてみましょう

□人生の目標・希望は何ですか？
□どんなことに幸せを感じますか？（家族・
　ペットといるとき、料理をしているとき、
　友人とおしゃべりをしているとき など）
□最期まで大切にしたいことは何ですか？
□あなたはどのような最期を迎えたいです
　か？

ＳＴＥＰ３
信頼できる人や医療・ケアチームと
話し合いましょう

□あなたの健康について相談できる医療や
　介護の関係者はいますか？
□どんな治療を望みますか？
□治療や介護をどこで受けたいですか？
□延命のための治療を望みますか？
□病気になった場合、どういう治療ができ
　るのか知っていますか？

ＳＴＥＰ２
信頼できる人は誰か考えましょう

□自分で判断できなくなったときに、あな
　たの代わりに思いを伝えてくれる人はい
　ますか？（家族、親戚、知人、成年後見
　人 など）
□その人に、あなたの考えを伝えています
　か？
□その人は、どんな時でもあなたの希望を
　尊重してくれる人ですか？

ＳＴＥＰ４
話し合いの結果を大切な人たちに伝
えましょう

□家族やかかりつけ医はあなたの希望を知
　っていますか？
□あなたが望んでいたことと家族の考えが
　違うときはどうしてほしいですか？
□話し合ったことは記録を取り残しておき
　ましょう（日記、エンディングノート 
　など）

人生会議をしてみよう

心身の状態に応じて意思は変化することがあ
るため、何度でも繰り返し考え、話し合いま
しょう

ホームページ
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費　目                     決算額
市税 185億8,844万
地方交付税 153億3,122万
国庫支出金 134億4,234万
市債   65億  230万
県支出金   48億3,467万
繰越金   28億2,120万
国有提供施設等所在市助成交付金   25億1,359万
地方消費税交付金   23億  680万
繰入金   21億  592万
使用料及び手数料   12億2,181万
その他  29億1,138万
合計 725億7,967万

歳入
725億
7,967万円

市税（25.6%）市税（25.6%）

国庫支出金（18.5%）国庫支出金（18.5%）
地方交付税（21.1%）地方交付税（21.1%）

市債（9.0%）市債（9.0%）

その他（3.9%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

周東食肉センター事業 1億6,782万 1億6,782万      0万

観光施設運営事業      3,419万      2,496万   923万

錦帯橋管理 2億1,165万 1億8,340万  2,825万

市場事業 4億5,404万 4億5,404万 0万

駐車場事業      1,540万      1,185万    355万

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
９
月
末
と
３
月
末
の
予
算

の
執
行
状
況
と
決
算
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年
度
の
決
算
、
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
、
令
和
２
年
度
予
算
の
上
半
期
執
行
状
況
（
令

和
２
年
９
月
30
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
☎（
29
）５
０
５
０

市税の納付総額は185億8,844万221円で、市民１人当たりに換算すると14万
200円、１世帯当たりでは28万4,062円を納めていただいたことになります。

繰越金（3.9%）繰越金（3.9%）

地方消費税交付金（3.2%）

繰入金（2.9%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（3.5%）

県支出金（6.7%）県支出金（6.7%）

使用料及び手数料（1.7%）



2020.11.17

費　目 　   決算額 市民１人当たり 経費の内容
民生費 224億4,693万  16万9,302 児童・高齢者・障害者福祉などの経費
総務費 124億　499万   9万3,563 庁舎管理・徴税・選挙などの経費
土木費   90億3,877万   6万8,173 道路・公園・河川整備などの経費
衛生費   62億9,552万    4万7,483 ごみ・し尿処理や健康推進などの経費
教育費   59億4,254万    4万4,821 小中学校・幼稚園教育などの経費
公債費  51億5,831万    3万8,906 市債の元金や利子などの返還金
消防費   29億3,570万    2万2,142 消防・救急・防災などの経費
災害復旧費   26億9,541万 　2万  330 災害が起きた場所の復旧のための経費
農林水産業費   14億　594万      1万  604 農林水産業の振興や農林道の整備などの経費
商工費    8億8,974万        6,711 商工業の振興や観光事業などの経費
その他    4億2,961万        3,240 議会の運営や雇用の促進などの経費
合計 696億4,346万                                                                                                      52万5,274

一般会計決算の歳出総額は696億4,345万9,271円で、市民１人当たりに換算すると52万5,274
円、１世帯当たりでは106万4,266円が使われたことになります。

会計名  歳入決算額  歳出決算額    差引額

土地取得事業    1億6,374万    1億6,374万       0万

後期高齢者医療   25億3,709万   24億5,815万       7,894万

国民健康保険 164億　694万 161億5,478万  2億5,216万

介護保険 147億9,259万 145億4,439万  2億4,820万

簡易水道事業    1億8,143万    1億7,919万            224万

○総合支所等整備事業
○小中学校学校給食運営事業
○こども医療費助成事業
○ポンプ場整備事業
○介護・訓練等給付費
○子ども・子育て支援施設型給付費
○ごみ焼却施設建設関連事業
○南岩国地区都市再生整備計画事業
○楠中津線改良事業
○多目的広場・防災センター整備事業
○岩国駅周辺整備事業
○防災行政無線整備事業
○東小・中学校施設整備事業
○災害復旧事業

令和元年度に実施した主な事業

民生費（32.2%）民生費（32.2%）

総務費（17.8%）総務費（17.8%）
土木費（13.0%）土木費（13.0%）

衛生費（9.0%）衛生費（9.0%）

教育費（8.5%）教育費（8.5%）

公債費（7.4%）

消防費（4.2%）

災害復旧費（3.9%）
農林水産業費（2.0%） 商工費（1.3%） その他（0.7%）

令和元年度決算

一般会計決算状況（単位　円）

特別会計決算状況（単位　円）

歳出
696億
4,346万円
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令和元年度決算

公営企業会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡易水道事業

全会計において
資金不足額なし

　　20.0%

周東食肉センター事業

観光施設運営事業

錦帯橋管理

市場事業

水道事業

工業用水道事業

病院事業

下水道事業

健全化判断比率の指標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率

実質赤字額なし 11.60% 20.0%

②連結実質赤字比率

連結実質赤字額なし 16.60% 30.0%

③実質公債費比率（３カ年平均）

4.1% 25.0% 35.0%

④将来負担比率

1.7% 350.0%

一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政
規模に対する比率。高いほど財政運営が厳しい
ものとなります

全会計を対象とした実質赤字（または資金の不
足額）の標準財政規模の額に対する比率。高い
ほど財政運営が厳しいものとなります

一般会計などが負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模に対する比率。高いほ
ど資金繰りが厳しいものとなります

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率。高いほど将来の財
政が圧迫されます

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）によって「健全化判断比率」と
各公営企業の「資金不足比率」を公表することが義務付けられています。
　財政健全化法は「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や企
業会計も併せた連結決算により財政状況を明らかにしようとするものです。

健全化判断比率
　健全化判断比率の４つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、財政再
　生基準を超えた場合は財政再生計画を策定することが義務付けられています。
　本市はいずれの比率も基準を下回っています。

　市債とは、道路や学校などの公共施設を整備するために、国などから借り入れる長期借入金です。

612億2,828万円（一般会計）+  26億6,661万円（特別会計）＝  638億9,489万円（市債合計）

市債残高

健全化判断比率と資金不足比率

資金不足比率
　公営企業ごとの事業規模に対す
　る資金の不足額の比率です。
　本市は９会計全てにおいて、資
　金不足は生じていません。

公営企業
　水の供給や下水の処理、医療の
　提供など地域住民の生活や地域
　の発展に不可欠なサービスを行　
　うために地方公共団体が経営す　
　る企業活動の総称。



2020.11.19

費　目   予算額 支出済額
総務費 304億7,146万  203億　563万
民生費 244億6,311万   82億6,840万
土木費   99億6,920万   33億4,453万
教育費   96億1,757万   40億7,558万
衛生費   56億4,144万   19億1,795万
公債費   53億8,455万   25億4,988万
災害復旧費   35億7,691万   　5億3,182万
消防費   27億9,956万   17億7,158万
商工費   23億6,463万     4億1,947万
農林水産業費   15億7,674万     4億6,634万
その他     7億6,434万     2億7,624万
合計 966億2,951万  439億2,742万

費　目      予算額    収入済額
国庫支出金 308億1,925万 186億4,537万
市税 184億1,200万 108億3,973万
地方交付税 146億　705万   96億　240万
市債   89億2,160万         　690万
繰入金   69億8,521万                 0万
県支出金   48億4,693万    6億　538万
繰越金   29億3,622万   29億3,622万
地方消費税交付金   27億5,600万   15億9,590万
国有提供施設等
所在市助成交付金

  25億1,300万                0万

使用料及び手数料   12億　629万     5億　824万
その他   26億2,596万     9億4,116万
合計 966億2,951万  456億8,130万

会計名  予算額  収入済額 支出済額
土地取得事業    6億　100万         0万        0万
後期高齢者医療   27億4,154万    8億3,847万    7億8,331万
国民健康保険 164億3,890万   60億7,625万   61億　753万
介護保険 151億6,241万   62億9,056万   61億2,914万

周東食肉センター事業    1億7,160万        1,038万         8,034万
観光施設運営事業         7,420万           930万            220万

錦帯橋管理    2億4,085万    5,629万         5,225万
市場事業    2億　610万         6,309万         6,144万

駐車場事業         2,135万           458万            107万
合計 356億5,795万 133億4,892万 132億1,728万

令和２年度予算執行状況

■市有財産の状況

■一時借入金             　     0円

■市債の現在額

■市民１人当たり

土地　　　　　   52,908,350㎡
建物　　　　　　　  770,373㎡
基金　　　　　249億   431万円
債権その他　　 32億3,722万円

一般会計　　　　　590億1,601万円
特別会計　　　　　  21億6,341万円
合　　計　　　　　611億7,942万円

市税負担　　　　　　　  　139,123円　
支出予算　　　　　　　  730,144円　

（令和２年９月30日現在）

一般会計執行状況（単位　円）

特別会計執行状況（単位　円）

その他

歳出歳入
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特定防衛施設周辺整備調整交付金・再編交付金の実績
　基地が存在する自治体として、岩国市には国から防衛施設関係の交付金などが交付されています。これら
は、道路改良舗装や施設の整備などのハード事業だけでなく、市立小中学校の学校給食費無償化や文化・ス
ポーツ交流などのソフト事業にも使用されています。決算に合わせ、令和元年度に実施した事業をお知らせ
します。
※金額は総事業費ではなく国からの補助金交付額で、１万円以下の金額は端数処理をしています
　基地政策課☎（29）5024

防犯設備整備事業 都市公園トイレ等改修事業

小中学校給食費の無償化日米交流事業（日米親善リレーマラソン）日米交流事業（クリスマスツリーを飾ろう）

問

道路改良舗装事業

●防犯設備整備事業
　防犯カメラ40台の設置工事、防犯カ
　メラ120台の設置工事に係る設計業
　務
●道路改良舗装事業
　藤生町10号線、由東15号線、海土路
　町29号線、室の木町30号線などの市
　道の改良舗装
●楠地区排水路改修事業
●牛野谷地区排水路改修事業
●遊水池浚

しゅんせつ

渫事業
　南岩国町三丁目の遊水池浚渫工事
●港湾施設整備事業
　新港船溜

だま

り改修のための建築・設備
　設計業務

5,946万円

5,702万円

1,750万円
987万円
1,238万円

528万円

●都市公園トイレ等改修事業
　藤生街区公園トイレ改築設計業務、
　御庄第４街区公園トイレ等改築工
　事
●防犯設備基金積立金
　防犯灯電気料金助成事業・防犯カ
　メラ維持管理事業のための積み立
　て
●日米交流基金積立金
　愛宕山運動施設管理運営費、日米
　親善リレーマラソン事業費などの
　ための積み立て
●学校給食運営基金積立金
　市立小中学校の学校給食費無償化
　のための積み立て

2,003万円

2,636万円

9,394万円

5億4,407万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金 歳入決算額　8億4,591万円

　特定防衛施設周辺整備調整交付金は「防衛施設周辺の生活環境等の整備等に関する法律」に基づき、
特定防衛施設が所在する市町村に対して、国から交付されています。
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狭あい道路整備事業

交通安全対策事業（米軍関係者への安全運転講習）

ごみ収集車整備事業 シロヘビ飼育施設整備事業

装束ポンプ場整備事業こども医療費助成事業

令和元年度決算

●騒音測定器更新事業
　騒音測定器（川口局・市場局）・制
　御用端末の更新
●ごみ収集車整備事業
　ごみ収集車２台の購入
●まちなか商店
　リニューアル助成事業
　中心市街地活性化基本計画区域内
　の魅力ある店舗づくりの支援
●室の木地区浸水対策事業
　浸水被害の低減を図るため、室の
　木川流域の雨水を一時貯留する施
　設として調整池を麻里布中グラウ
　ンドに設置
●シロヘビ飼育施設整備事業
　藤河シロヘビ屋外放飼場新築工　
　事
●道路改良舗装事業
　元町２号線、元町５号線などの市
　道の改良舗装

1,936万円

915万円

629万円

1億8,824万円

6,291万円

7,008万円

●狭あい道路整備事業
　車町10号線などの拡幅改良
●安心・安全な社会づくり基金積立金
　交通安全対策事業のための積み　
　立て
●子育て支援基金積立金
　こども医療費助成事業のための　
　積み立て
●基地周辺まちづくり基金積立金
　基地周辺の道路整備事業のため
　の積み立て
●ポンプ場整備基金積立金
　ポンプ場整備事業のための積み　
　立て　

再編交付金 歳入決算額　18億2,972万円

7,321万円

129万円

13億2,213万円

5,606万円

2,100万円

　再編交付金は「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」に基づき交付されるもので、平
成20年度から交付されています。令和元年度までに178億2,898万円が交付されました。
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も
備
え
た
施
設
と

し
て
新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
日
向
に
は
総
合
支

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
福

祉
会
館
の
機
能
が
、
奏
に
は
支
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
の
機
能
が
集
約
さ

れ
、
多
様
で
総
合
的
な
役
割
を
持
っ

施設の愛称は応募総数645点の中から選
ばれた

総合センター 奏

総合センター 日向

日向　正面玄関

日向　交流ラウンジ

奏　調理室 玖珂図書館

奏　研修室

12広報いわくに



岩
国
の
お
み
や
げ
統
一
ブ
ラ
ン
ド

試食を行った福田市長からは「どれもとてもおいしく、
お酒が欲しくなった」との感想が述べられた

　

岩
国
の
特
産
品
で
あ
る
日
本
酒
に

合
う
、
岩
国
の
お
つ
ま
み
シ
リ
ー
ズ

「
つ
ま
ん
で
ち
ょ
ん
ま
げ
」
が
、
10

月
１
日
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
市
と
公
募
に
応
じ

た
市
内
９
事
業
者
が
平
成
30
年
か
ら

企
画
・
開
発
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、

昨
年
秋
の
試
験
販
売
な
ど
を
経
て
、

今
回
の
発
売
と
な
り
ま
し
た
。
岩
国

れ
ん
こ
ん
や
岸
根
ぐ
り
、
こ
ん
に
ゃ

く
、
高
森
牛
、
天
然
鮎
、
由
宇
と
ま

と
、
わ
さ
び
と
い
っ
た
岩
国
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
を
使
っ
た
13
商
品
は
、
岩
国

の
お
い
し
い
日
本
酒
の
お
供
に
ぴ
っ

た
り
の
味
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
売
に
先
立
っ
た
９
月
23
日
に
は
、

開
発
に
携
わ
っ
た
事
業
者
が
市
役
所

を
訪
れ
、
福
田
良
彦
市
長
に
商
品
の

完
成
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
開
発

の
思
い
や
商
品
へ
の
期
待
な
ど
を
語

り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ー
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
と

と
っ
く
り
の
ち
ょ
ん
ま
げ
の
侍
が
特

徴
の
「
つ
ま
ん
で
ち
ょ
ん
ま
げ
」
は
、

県
内
６
カ
所
で
販
売
を
開
始
し
、
今

後
も
順
次
、
販
売
店
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０ 市内では岩国錦帯橋空港スカイショップアイアイで購

入することができる

「つまんでちょんまげ」販売開始

ご当地名所のPRを兼ねたデジタル巡回ラジオ体操収
録の様子

福田市長に岩国弁版ラジオ体操のせりふを披露する岩
国高等学校放送部大藤翔部長と廣實瑠璃副部長 岩国弁版ラジオ体操

2020完成報告会

　

９
月
17
日
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
ご

当
地
版
「
岩
国
弁
版
ラ
ジ
オ
体
操

２
０
２
０
」
の
制
作
に
協
力
し
た
岩

国
高
等
学
校
の
放
送
部
生
徒
が
市
役

所
を
訪
れ
、
そ
の
完
成
を
福
田
良
彦

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

岩
国
弁
版
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
の
思
い
で
令
和
元
年

12
月
か
ら
制
作
を
開
始
し
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
で
き
る

ラ
ジ
オ
体
操
に
生
徒
ら
が
考
え
た
岩

国
弁
で
の
元
気
な
合
い
の
手
の
入
っ

た
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
９
月
27
日
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
撮
影
が
市
内
観

光
名
所
で
行
わ
れ
、10
月
中
旬
か
ら

岩
国
弁
版
ラ
ジ
オ
体
操
が
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
作
製
し
た
岩
国
弁
版
ラ
ジ

オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ
２
千
枚
を
市
内
の
学

校
や
関
係
機
関
に
配
布
し
、
普
及
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、市
が
掲
げ
る

健
康
づ
く
り
の
重
点
的
な
取
り
組
み

「
身
体
活
動
・
運
動
」に
広
く
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
健
康
に

13 2020.11.1



す
ま

い
る
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Vol.137

田村　悟朗さん
（周東町在住）

自然釉の作品を作るため、古来より伝わる半地上
式穴窯（写真）で作品を焼いている

　
「
自
分
の
積
み
上
げ
た
も
の
を
継
い
で
ほ

し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
が
若
い

人
た
ち
の
新
た
な
道
を
生
み
出
し
て
い
く
場

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の

は
陶
芸
家
の
田
村
悟
朗
さ
ん
で
す
。

　

田
村
さ
ん
は
今
年
、
30
年
以
上
営
ん
で
き

た
「
通つ
う
け
い
じ
が
ま

化
寺
窯
」
の
名
称
を
変
え
、
２
人
の

後
継
者
と
共
に
「
ア
ー
ト
の
郷　

陶
芸　

薪

窯
研
究
所
」
と
し
て
再
出
発
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
県
外
で
高
校
教
諭
を
し
て

い
た
田
村
さ
ん
は
30
歳
の
時
、
何
か
形
に
残

る
仕
事
が
し
た
い
と
陶
芸
の
道
を
志
し
ま
し

た
。
萩
市
に
あ
る
萩
焼
の
工
場
で
働
き
始
め
、

現
地
で
独
立
し
ま
し
た
。
同
窓
会
を
き
っ
か

け
に
故
郷
の
岩
国
に
帰
る
こ
と
を
決
意
し
、

知
り
合
い
を
通
じ
て
、
46
歳
の
時
、
通
化
寺

の
敷
地
内
に
工
房
を
構
え
ま
し
た
。

　

以
来
、
長
ら
く
萩
焼
の
作
品
を
作
っ
て
い

技
術
と
豊
富
な
経
験
が
求
め
ら
れ
る
奥
深
さ

に
「
64
歳
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
に
の
め
り
込

め
る
な
ん
て
、
陶
芸
を
や
っ
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
そ
の
時
、
心
か
ら
思
い
ま
し
た
」

　

高
齢
に
な
り
、
跡
継
ぎ
の
こ
と
を
考
え
始

め
た
田
村
さ
ん
。「
地
元
で
培
っ
た
陶
芸
の

技
と
炎
を
絶
や
し
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
市
内
外
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
尋
ね

た
り
、
ブ
ロ
グ
を
利
用
し
た
り
し
て
後
継
者

を
探
し
、
２
人
の
後
継
者
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

後
継
者
を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
工
房
で
、
田
村
さ
ん
は
後
継
者
の
技

術
支
援
の
他
、
新
し
く
始
め
た
陶
芸
教
室
で

講
師
も
務
め
て
い
ま
す
。「
自
分
が
作
品
を

作
る
と
き
、
ま
き
は
必
ず
ア
カ
マ
ツ
を
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
時
代
や
作
風

に
合
わ
せ
て
何
の
ま
き
を
使
っ
て
も
い
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
も
込
め
て
、
新
し
い

工
房
に
は
薪
窯
研
究
所
と
名
付
け
ま
し
た
」。

79
歳
を
迎
え
、
後
継
者
を
見
守
り
、
支
え
る

と
い
う
新
た
な
陶
芸
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

工房に隣接するギャラリーでは今後、２人
の後継者による展示会が行われる予定

ま
し
た
が
、
64
歳
の
時
、
伊
賀

・
信し
が
ら
き楽
に
伝
わ
る
日
本
古
来
の

作
風
に
魅
力
を
感
じ
、
薬
品
に

頼
ら
ず
、
自し
ぜ
ん
ゆ
う

然
釉
と
い
う
付
着

し
た
灰
を
高
温
で
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
焼
き
物
に
彩
り
を
与
え

る
手
法
を
始
め
ま
し
た
。
火
の

入
れ
方
や
、
温
度
の
変
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
よ
っ
て
作

品
の
風
合
い
が
大
き
く
左
右
さ

れ
る
た
め
、
そ
こ
が
と
て
も
面

白
い
と
話
す
田
村
さ
ん
。
高
い

後継者を指導する田村さん。もうすぐ出来
上がる作品を楽しみにしている

新
し
い
炎
を

　
　
　

後
継
者
と
一
緒
に

　萩市で陶芸を学んだ
後、郷里である周東町
通化寺の敷地内に「通
化寺窯」という工房を
築いた。現在は２人の
後継者を迎え、新たな
形で技術指導や陶芸教
室の講師などを行って
いる。
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10
月
３
日
、
絆
ス
タ
ジ
ア
ム
で
日

米
親
善
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
日
米
対
抗
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
ズ
ン
バ
交
流

会
の
他
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
映
画
の

上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
発
表
や

絆
ス
タ
ジ
ア
ム
正
面
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

日米親善ホストタウン
フェスティバル2020

日米対抗ソフトボール大会では白熱した試合が繰り広げられ、
試合後は日米の選手が互いに健闘をたたえ合った

オリンピックカラーにライトアップされた絆スタジ
アム。米国ソフトボールとフェンシング代表の事前
キャンプ地として交流の火を消さないよう今回のイ
ベントを開催した

ズンバ（ラテン系のフィットネスダンス）交流会。子供も見よう
見まねで一生懸命体を動かした

ホストタウンキャラクターネーミング表彰式。
愛称はＴ

つ な ぐ ん

ＳＵＮＡＧＵＮに決定した

Softball
Softball

ZumbaZumba
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アサリの心臓はとってもマイペース！

　９月13日、周東中学校で第45
回秋季大運動会が午前中のみ開催
されました。
　「夢限大～頂点に向かってはば
たけ～」というスローガンの下、
リレーや綱引き、応援合戦などそ
れぞれの競技で生徒一人一人が主
体性を発揮し、優勝を目指して一
致団結することで最高の運動会と
なりました。

　９月20日、由宇中学校で青少年サイエンスセミナーが開催さ
れました。小中高生など約60人が参加し、愛知教育大学の上野
裕則先生のリモートによるアサリの心臓の観察実験が行われ、
参加者は小さな心臓が打つ鼓動に驚いていました。他にも実験
や研究発表など、科学の奥深さを体感できる１日でした。

　やましろ体験交流協議会が制作するやましろ地域の魅力発信
のためのＰＲ動画の撮影を錦町で行いました。
　撮影では、体験交流型の観光や地域の農林業の魅力を十分に
発信できるよう、地域の人にも協力してもらいながら、実際に
体験可能なアクティビティや地域の食材などを紹介しました。

やましろ地域のＰＲ動画を撮影しました！

　9月 8日、美川コミュニティセ
ンターで、金本智代氏を講師に招
き「～笑顔と元気を届ける～絵手
紙教室」が開催されました。
　参加者は、絵手紙を描きながら
自己紹介や最近のエピソードをみ
んなで話すなどし、楽しく受講し
ていました。出来上がりも初めて
とは思えないほどの力作で、大満
足で帰ることができました。

あなたの心に笑顔と元
気が届きますように

優勝目指して一致団結 !

16
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　10月11日、玖珂町で岩国市消防
団玖珂方面隊の消防車庫運用開始
に伴う市長激励が行われました。
　新しい車庫は消防車両６台を格
納できるほか、災害警戒時の活動
拠点などにも活用されます。福田
良彦市長は「地域の安心安全を担
う消防防災のリーダーとしての活
躍を期待しています」と激励しま
した。

　秋の全国交通安全運動期間中の９月23日から30日まで毎朝、
岩国交通安全協会本郷分会の会員が中心となり、本郷小中学校
の児童、生徒たちの登校中の安全を見守りました。
　子供たちの元気の良いあいさつに会員は笑顔で横断歩道を渡
る子供たちをサポートしていました。

気を付けて行ってらっしゃい！

　９月16日、ハーモニーみわで筆
文字アート教室が開催されました。
　筆文字アーティストの taka 氏
を講師に招き、味のある筆文字
アートを描いてオリジナルの絵は
がきを作りました。
　和やかな雰囲気で行われた教室
では、初めて体験した参加者も自
分の文字がアートに変わっていく
さまを楽しみました。

地域の防災拠点として

Enjoy 筆文字！

スポーツでいきいき・わくわく・にっこり！
　10月12日、岩国運動公園ほか、市内各会場で「スポレクフェ
スタ2020」が開催され、訪れた人たちは思い思いのスポーツを
楽しみました。メイン会場の運動公園では、スラックラインの第
一人者である三

みよしなお

由野さんがゲストとして登場し、照明塔に張っ
たベルトを渡るパフォーマンスを披露して会場を沸かせました。

ミニテニス バレトン教室

ストラックアウトスラックライン



●
脳
卒
中

[175]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

シメジと野菜のピリ辛煮

香味野菜で減塩を！

広報いわくに 18

●エネルギー 84kcal/人　●食塩相当量 0.3g/人

④コチュジャン、しょうゆを加えて混ぜ、器に盛り、
　小口切りにした小ネギと七味唐辛子を振る。
★ひとことポイント★
　香味野菜や辛味のアクセントを加えると減塩でも
おいしくいただけます。

①シメジは小房に分ける。玉ネギはくし形に、小松菜
　は３㎝の長さに切る。
②鍋にごま油とみじん切りにしたニンニクを入れて
　中火にかけ、香りが立ってきたら牛肉を炒める。
③肉の色が変わったら、①を加えて炒めAを加え、煮
　立ったらあくを取り、ふたをして10分煮る。

材料（４人分）

・シメジ…１パック
・玉ネギ…１個
･小松菜…100g
･牛肉小間切れ…40g
・酒…大さじ１
・みりん…大さじ1
･水…200ml

・ごま油…小さじ１
･ニンニク…１かけ
･コチュジャン
　 　　　…小さじ1
・しょうゆ…小さじ1
･小ネギ…２本
･七味唐辛子…少々

作り方

A

　

今
回
は
、
主
に
脳
卒
中
の
症
状
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

脳
血
管
が
詰
ま
っ
て
生
じ
る
脳

塞
と
、

小
さ
な
血
管
が
破
綻
し
て
出
血
を
生
じ
る
脳

出
血
は
、
い
ず
れ
も
脳
が
直
接
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
病
気
な
の
で
、
そ
の
損
傷
を
生
じ
た

脳
が
担
っ
て
い
る
機
能
障
害
が
症
状
と
し
て

出
現
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
半
身
に
力
が
入

ら
な
い
・
し
び
れ
る
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、

言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
言
え
な
い
、
視
野

が
半
分
に
な
る
、
物
が
二
重
に
見
え
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
初
め

か
ら
複
数
の
症
状
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

様
子
を
見
て
い
く
う
ち
に
徐
々
に
悪
化
し
、

他
の
症
状
が
加
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
障
害
を
受
け
た
脳
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

い
場
合
に
は
、
意
識
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
動
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

脈
瘤
の
破
裂
に
よ
り
脳
の
表
面

に
出
血
を
生
じ
る
く
も
膜
下
出
血
は
、
バ
ッ

ト
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
こ
れ
ま
で
に
感
じ
た

こ
と
の
な
い
激
し
い
頭
痛
を
突
然
自
覚
す
る

と
い
う
症
状
が
特
徴
的
で
す
。
嘔お
う
と吐
を
伴
う

こ
と
も
多
く
、
こ
ち
ら
も
重
症
の
場
合
は
意

識
障
害
を
伴
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
多
く
は
突
然
症
状
が
出
現
し
ま

す
が
、
中
に
は
前
触
れ
を
伴
う
病
態
も
存
在

し
ま
す
。
脳

塞
を
発
症
す
る
前
に
全
く
同

じ
症
状
が
短
時
間
（
多
く
は
数
分
〜
数
十
分
、

長
く
て
も
24
時
間
以
内
）
だ
け
生
じ
る
も
の

を
、
一
過
性
脳
虚
血
発
作
と
呼
び
ま
す
。
く

も
膜
下
出
血
も
、ま
れ
に
軽
い
頭
痛
発
作
（
警

告
発
作
）
や
物
が
二
重
に
見
え
る
な
ど
の
前

触
れ
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
症
状
が
一
時
的
で
軽
い
た
め
に
、

大
し
た
こ
と
は
な
い
と
安
易
に
考
え
が
ち
で

す
が
、
本
質
的
に
は
重
症
の
脳
卒
中
発
作
と

同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
起
き
て
い
る
た
め
、
前

触
れ
現
象
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
か
、
す
ぐ

に
病
院
で
受
診
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る

か
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
人
生
が
大
き
く
変

わ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
っ
た
ん
発
症
し
た
後
は
速
や
か
に
医
師

の
診
断
を
受
け
、
治
療
を
開
始
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
診
断
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

画
像
検
査
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
脳
卒
中
の

治
療
は
発
症
か
ら
い
か
に
短
時
間
で
治
療
を

開
始
す
る
の
か
が
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

症
状
が
生
じ
た
際
は
速
や
か
に
医
療
機
関
を

受
診
し
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
は
脳
卒
中
の
治
療
や
予
防
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
岩
国
市
医
師
会
】



発
熱
等
の
症
状
が
出
た
と
き
は

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を

●
病
院
を
受
診
す
る
前
に
、
ま
ず
は
電
話
で

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
判
別
が

以
上
で
あ
る
こ
と
）

補
助
額　

対
象
費
用
（
消
費
税
を
除
く
）
の

３
分
の
２
（
20
万
円
を
限
度
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

※
そ
の
他
要
件
あ
り

申
〇
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
区
域
内

の
事
業
者
＝
中
心
市
街
地
整
備
課

〇
そ
の
他
の
区
域
の
事
業
者
＝
商
工
振
興
課

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
中
心
市
街
地
整
備
課
☎（
29
）５
１
０
５

商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

成
人
式
の
案
内
状
を

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

対
象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、
11
月
１
日
現
在
、
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人

発
送
予
定
日　

11
月
30
日
㈪

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
案
内
状
が
な
い
人
の
入
場
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
外
転
出
な
ど
に
よ

難
し
い
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る
人
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

発
熱
者
等
の
円
滑
な
受
診
と
、
医
療
機
関

で
の
院
内
感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
病
院
に

行
く
前
に
ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
て
、
案
内

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
人

　

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
（
診
療
時
間
内
）

●
か
か
り
つ
け
医
の
な
い
人

　

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
岩
国
市
保

健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〇
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
毎
日
24
時
間
対

応
）
☎
０
８
３（
９
０
２
）２
５
１
０

〇
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
日
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
）
☎（
24
）３
７
５
１

問
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
24
）３
７
５
１

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
の
た
め
の
店

舗
改
装
・
備
品
購
入
費
の
助
成

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の

た
め
の
店
舗
改
装
費
補
助
制
度
の
拡
充
に
よ

り
、
対
象
業
種
の
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

対
象　

既
存
店
舗
な
ど
を
既
に
営
業
し
て
い

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
（
市
内
全
域
）

対
象
費
用　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
を
目
的
と
し
た
店
舗
な
ど
（
単
な
る
事
務

所
・
作
業
場
な
ど
を
除
く
）
の
改
装
工
事
費
、

備
品
購
入
費
（
対
象
費
用
の
総
額
が
10
万
円

り
案
内
状
が
届
か
な
い
人
で
も
、
家
族
が
市

内
に
在
住
し
て
い
る
場
合
は
、
申
し
込
み
に

よ
り
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
１
月
４
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
岩
国
市
成
人
式

日
時　

１
月
10
日
㈰　

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

申
問
生
涯
学
習
課
☎（
29
）５
２
１
０

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

11
月
２
日
㈪
・
４
日
㈬
・
６
日
㈮
・

９
日
㈪
・
11
日
㈬
〜
13
日
㈮
・
16
日
㈪ 

８

時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

日
時　

11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進　

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

お
知
ら
せ

それ以外の区域

中心市街地活性
化基本計画区域

19 2020.11.1

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



対
象　

誰
で
も

日
時　

11
月
17
日
㈫
〜
12
月
18
日
㈮　

９
時

〜
16
時

運
行
場
所　

小
瀬
地
区
〜
和
木
駅
周
辺

料
金　

１
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
／
人

申
利
用
日
の
前
日
〜
利
用
希
望
時
間
の
30
分

前
ま
で
に
電
話
で
予
約

☎
０
５
０（
３
１
８
９
）０
１
５
２

受
付
時
間　

〇
前
日
予
約
＝
８
時
30
分
〜
17

時　

〇
当
日
予
約
＝
８
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
地
域
交
通
課
☎（
29
）５
１
０
６

11
月
は
空
き
家
対
策
・
住
宅
耐

震
強
化
月
間
で
す

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
住
ま
い
の

２
大
テ
ー
マ
で
あ
る
、
空
き
家
問
題
と
住
宅

の
耐
震
化
に
つ
い
て
の
相
談
会
や
、
生
前
整

理
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

※
全
て
の
会
場
で
、
空
き
家
・
住
宅
耐
震
相

談
を
開
催
し
ま
す

※
事
前
予
約
は
な
く
、
当
日
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会（
岩
国
）

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
申
請
期
限

申
請
期
限　

12
月
28
日
㈪

対
象　

〇
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
た
人
＝
原
則
申
請
不
要
（
８
月
21
日
に
支

給
済
み
）。
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

に
は
申
請
に
よ
り
追
加
給
付
あ
り

〇
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
た
め
、

６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額
支

給
停
止
さ
れ
て
い
た
人
＝
申
請
が
必
要
。
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
に
は
申
請
に
よ

り
追
加
給
付
あ
り

〇
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る

な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人
＝
申

請
が
必
要 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　

０
１
２
０（
４
０
０
）

９
０
３
（
平
日
９
時
〜
18
時
）

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
５

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

実
証
運
行
を
実
施
し
ま
す

　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
移
動
手
段
を
検

討
す
る
た
め
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
試

験
的
に
運
行
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

市
役
所　

５
階
会
議
室
51
・
52

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
対
策
セ
ミ

ナ
ー
、
無
料
相
談
会

●
生
前
整
理
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

（
由
宇
）

日
時　

11
月
13
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

由
宇
文
化
会
館　

学
習
室

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
遺
言
書
・
相
続
準

備
セ
ミ
ナ
ー
、
無
料
相
談
会

●
生
前
整
理
セ
ミ
ナ
ー
・
無
料
相
談
会

（
周
東
）

日
時　

11
月
20
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

総
合
セ
ン
タ
ー
日
向　

第
２
研
修
室

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
遺
言
書
・
相
続
準

備
セ
ミ
ナ
ー
、
無
料
相
談
会

●
空
き
家
・
住
宅
耐
震
無
料
相
談
会（
美
和
）

日
時　

11
月
26
日
㈭　

13
時
〜
15
時

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ

内
容　

空
き
家
対
策
制
度
・
住
宅
耐
震
診
断

員
の
派
遣
制
度
の
紹
介
、
無
料
相
談
会

問
建
築
住
宅
課
☎（
29
）５
１
３
８

青
少
年
健
全
育
成（
非
行
防
止
）

　
　
　
　
　
　
　

作
品
入
賞
者

　

11
月
の
子
供
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

に
合
わ
せ
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
青
少

年
健
全
育
成
（
非
行
防
止
）
を
テ
ー
マ
に
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
を
募
集
し
、
審
査
の

ホームページ

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

20広報いわくに



結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
応
募
総
数
１
６
４
点
）

○
標
語
の
部
（
応
募
総
数
２
０
８
９
点
）

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム　

う
ま
く
と
ろ
う
よ　

デ
ィ
ス
タ
ン
ス　

愛
宕
小
４
年　

岡
田
祐
希

そ
の
言
葉　

書
き
込
む
前
に　

再
確
認　

周

東
中
３
年　

中
村
太
一

ス
マ
ホ
よ
り　

心
に
届
く　

君
の
声　

岩
国

商
業
高
１
年　

松
村
晃
誠

○
作
文
の
部
（
応
募
総
数
７
１
７
点
）

身
近
に
潜
む
い
じ
め　

麻
里
布
中
３
年 

野

村
美
冬

●
優
秀
･
優
良
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

松
浦
大
和
、
森
岡
桃
羽

優
良　

木
原
光
貴
、
末
岡
美
蕾
、
波
多
野
陽

菜
乃
、
邑
川
舞
衣
、
村
中
み
の
り

ィ
セ
ン
タ
ー　

１
月
15
日
㈮
〜
22
日
㈮　

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館　

１
月
27
日
㈬
〜

２
月
３
日
㈬　

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
わ　

２
月

８
日
㈪
〜
15
日
㈪

問
青
少
年
課
☎（
43
）０
９
０
１

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル

期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰

　
「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、
３
つ
の
習
慣
を
守
り

４
つ
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る　

○
ス

ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

場
所
で
使
用
す
る　

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

報
知
器
を
設
置
す
る　

○
寝
具
、
衣
類
お
よ

び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る　

○
火
災
を
小
さ
い
う

ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る　

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

作
る

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎（
31
）０
１
９
６

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

板
垣
琴
音
、
難
波
寛
太

優
良　

石
川
も
も
香
、
木
村
音
々
、
原
田
怜

奈
、
藤
本
歩
花
、
藤
本
み
づ
き

○
標
語
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

石
﨑
由
起
、
益
本
悠
利
栄

優
良　

土
井
美
穂
、
福
永
彩
蘭
、
藤
井
悠
輔
、

松
林
優
良
、
渡
邉
志
織

○
標
語
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

河
内
優
衣
、
友
景
颯
太

優
良　

伊
藤
愛
梨
、
片
岡
輝
、
倉
田
ほ
の
か
、

倉
田
美
有
、
高
橋
陽
大

○
標
語
の
部
（
高
校
）

優
秀　

稲
田
小
夏
、
田
尻
菜
津
美

優
良　

一　

俊
之
介
、
伊
藤
苑
、
岩
村
心
優
、

福
岡
杏
菜
、
牧
野
由
愛

○
作
文
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

緑
川
璃
子

優
良　

小
林
茉
優
、
白
石
隆
馬

○
作
文
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

白
石
葉
月
、
吉
川
凜

優
良　

桐
田
倖
之
介
、
倉
田
ほ
の
か
、
高
橋

秀
成
、
永
島
紗
希
、
山
本
悠
貴

《
敬
称
略
》 

●
入
賞
作
品
展

○
中
央
図
書
館　

11
月
11
日
㈬
〜
18
日
㈬　

○
周
東
中
央
公
民
館　

11
月
20
日
㈮
〜
27
日

㈮　

○
玖
珂
こ
ど
も
の
館　

12
月
３
日
㈭
〜

10
日
㈭　

○
由
宇
文
化
会
館　

12
月
15
日
㈫

〜
22
日
㈫　

○
錦
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー　

１

月
５
日
㈫
〜
12
日
㈫　

○
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ

愛宕小１年　益本弥季周東中１年　中川実鈴

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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宝
く
じ
の
助
成
金
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
す
る

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
岩
国
市
自
治
会

連
合
会
で
は
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
畳

み
椅
子
、
テ
ン
ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎（
29
）５
０
１
５

世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
錦
帯
橋
を

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

　

糖
尿
病
の
予
防
、
治
療
、
療
養
を
喚
起
す

る
啓
発
運
動
推
進
の
た
め
、
世
界
中
の
建
造

物
が
糖
尿
病
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ

る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　

岩
国
市
で
は
錦
帯
橋
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈯　

18
時
〜
22
時

問
岩
国
市
医
師
会
☎（
21
）６
１
３
５

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
年
末
調
整
説
明
会
を
中
止
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
、
今
年
は
年
末
調
整
の
説
明
会

を
中
止
し
ま
す
。

場問
岩
国
税
務
署
☎（
22
）０
１
１
１

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
の
発
行

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

 

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
証
明
書
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
！

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
証
明
書
と
必
要
に

応
じ
て
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
領
収
書
が
必

要
で
す
。
家
族
分
や
過
去
の
年
度
分
、
追
納

分
の
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

岩
国
市
産
の
木
材
で
住
宅
を
建

て
る
と
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

市
内
に
岩
国
市
産
の
木
材
を
使
用
し
た
一

戸
建
て
住
宅
を
新
築
す
る
人
に
、
岩
国
産
木

材
市
産
市
消
促
進
事
業
費
補
助
金
を
交
付
し

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
年
末
調
整
特
集

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
岩
国
税
務
署
へ
来
署
し
て
相
談
す
る
際
は

事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

　

税
に
関
す
る
相
談
で
、
具
体
的
な
書
類
や

事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

電
話
回
答
が
困
難
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

〇
毎
週
月
曜
＝
相
続
税
・
贈
与
税

○
毎
週
火
曜
＝
所
得
税
、
個
人
事
業
者
に
係

る
消
費
税　

○
毎
週
水
曜
＝
法
人
税
・
源
泉
所
得
税
・
間

接
諸
税
、
法
人
に
係
る
消
費
税

申
問
岩
国
税
務
署
☎（
22
）０
１
１
１

税
を
考
え
る
週
間

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

期
間　

11
月
11
日
㈬
〜
17
日
㈫

●
税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
７
日
㈯　

10
時
〜
12
時
、
13
時

〜
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

●
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
７
日
㈯
〜
13
日
㈮

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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ま
す
。
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

住
宅
一
戸
当
た
り
20
万
円

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
５

試
験自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象　

中
学
校
を
卒
業
（
令
和
３
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
17
歳
未
満
の
男
性

試
験
日　

〇
１
次
試
験
＝
１
月
23
日
㈯

〇
２
次
試
験
＝
２
月
４
日
㈭
〜
７
日
㈰

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
１
月
６
日
㈬

申
問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
☎（
23
）１
５
８
０

相
談子

供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

11
月
17
日
㈫　

10
時
〜
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

３
人
（
先
着
順
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

●
11
月
12
日
㈭
〜
18
日
㈬

　

こ
の
期
間
は
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
19
時
（
土
・
日
曜

は
10
時
〜
17
時
）

内
容　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
３（
９
２
２
）２
２
９
５

全
国
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
被
害
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
給
与
フ
ァ
ク

タ
リ
ン
グ
や
事
業
者
向
け
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ

で
被
害
を
受
け
た
人
の
相
談
に
、
弁
護
士
が

電
話
で
対
応
し
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈬　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
３
）８
９
０

問
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区
会　

☎（
43
）２
１
１
２

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０（
６
３
１
５
）４
７
１
９

司
法
書
士
無
料
電
話
相
談
会

日
時　

11
月
７
日
㈯　

10
時
〜
15
時

内
容　

多
重
債
務
問
題
、
空
き
家
問
題
、
相

続
登
記
に
関
す
る
こ
と
な
ど

相
談
受
付
電
話
番
号

　

０
１
２
０（
０
３
３
）８
２
１

問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

☎
０
８
３（
９
７
６
）８
７
２
０

中
国
５
県
縦
断

　

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

日
時　

11
月
７
日
㈯　

10
時
〜
16
時

※
予
約
も
可
能

場
所　

美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　

相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
、
近
所
ト

ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
被
害
、
空
き
家
問
題
、

家
族
関
係
、
交
通
事
故
、
借
金
な
ど
、
司
法

書
士
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
法
律
問
題
全
般

●
無
料
電
話
相
談

日
時　

11
月
７
日
㈯
・
22
日
㈰　

10
時
〜
16

時
　

０
１
２
０
３
３
３
）６
５
３

問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
事
務
局
☎
０
８
２（
２
２
１
）５
３
４
５

相　

談

試　

験

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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講
演
講
座

市
民
活
動
さ
ぽ
ー
と
講
座

「
情
報
の
伝
え
方
セ
ミ
ナ
ー
」

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
せ
方

対
象　

市
民
活
動
団
体
、
市
内
に
在
住
す
る

人日
時　

11
月
21
日
㈯ 

13
時
30
分
〜
15
時
30

分場
所　

中
央
公
民
館　

第
４
講
座
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

情
報
が
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
資
料

の
作
り
方
や
見
せ
方
な
ど
を
学
ぶ

講
師　

黒
川
康
生
氏
（
元
県
立
高
校
教
諭
）

申
問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）0
2
8
8

イ
ベ
ン
ト

企
画
展
示
「
飛
行
艇
の
歴
史
と

そ
の
活
躍
に
つ
い
て
」

日
時　

11
月
21
日
㈯
〜
23
日
㈷　

10
時
〜
16

時
（
23
日
は
12
時
ま
で
）

場
所　

市
民
文
化
会
館　

展
示
室

内
容　

〇
飛
行
艇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）誘

致
事
業
の
概
要
や
国
へ
の
要
望
内
容　

〇
飛

行
艇
の
歴
史
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
資
料

篝
火
を
設
置
し
、
錦
帯
橋
を
自
然
な
灯
り
で

照
ら
し
出
し
ま
す
。

　

年
に
一
度
、
芸
術
祭
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
幻
想
的
な
錦
帯
橋
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
㈯　

17
時
〜
19
時

場
所　

錦
帯
橋　

問
錦
帯
橋
芸
術
祭
事
業
推
進
委
員
会
（
文
化

振
興
課
内
）
☎（
29
）５
２
１
１

錦
帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

対
象　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

〇
山
口
県
ま
た
は
大
竹
市
、
廿
日
市
市
に
在

住
す
る
中
学
生
以
上
の
人　

〇
制
限
時
間
内
に
完
走
で
き
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
受
け
て
い
な
い
健
康
な
人

〇
主
催
者
が
講
じ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
同
意
で
き
る
人

〇
世
界
の
飛
行
艇
の
水
彩
画
ほ
か　

な
ど
の

展
示

問
岩
国
商
工
会
議
所
☎（
21
）４
２
０
１

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０

　
　
　
　
　
　
　

in
い
わ
く
に

日
時　

11
月
17
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル
（
臨
時

駐
車
場
＝
麻
里
布
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

内
容　

表
彰
、
特
選
作
文
・
詩
の
朗
読
、
記

念
講
演

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
有
り
（
託

児
は
要
予
約
）

●
記
念
講
演
「
自
分
の
可
能
性
を
求
め
て
〜

車
い
す
の
金
メ
ダ
ル
〜
」

講
師　

成
田
真
由
美
氏
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
泳
選
手
）

問
人
権
課
☎（
29
）５
０
８
０

錦
帯
橋
芸
術
祭
２
０
２
０

●
錦
帯
橋
篝か
が
り
び火

　

錦
帯
橋
に
沿
っ
て
錦
川
の
川
面
と
両
岸
に

日
時　

３
月
７
日
㈰　

９
時
〜
（
受
け
付
け

＝
７
時
〜
）

※
雨
天
決
行

コ
ー
ス　

錦
帯
橋
周
辺
（
横
山
〜
御
庄
）

種
目　

①
20
㎞
＝
高
校
生
以
上
の
男
女　

②
５
㎞
＝
中
学
生
以
上
の
男
女

定
員　

①
＝
７
０
０
人　

②
＝
３
０
０
人

（
先
着
順
）

料
金　

各
４
千
円

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
12
月
４
日
㈮
ま

で
（
11
月
10
日
㈫
ま
で
は
岩
国
市
内
先
行
受

け
付
け
）

申
㈱
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト（http://runnet.jp/

）か
ら

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎（
32
）７
３
７
２

秘
境
駅
ハ
ー
フ
列
車

日
時　

11
月
28
日
㈯　

①
錦
町
駅
発
＝
11
時

10
分
ご
ろ
〜
北
河
内
駅
〜
清
流
み
は
ら
し
駅

（
約
10
分
滞
在
）
〜
錦
町
駅
着
＝
14
時
ご
ろ

②
北
河
内
駅
発
＝
13
時
10
分
ご
ろ
〜
清
流
み

は
ら
し
駅
（
約
10
分
滞
在
）
〜
錦
町
駅
〜
北

河
内
駅
着
＝
14
時
55
分

内
容　

錦
川
清
流
線
の
キ
ハ
40
「
清
流
み
は

ら
し
号
」
に
乗
車
し
、
清
流
み
は
ら
し
駅
を

楽
し
む

料
金　

大
人
＝
２
５
０
０
円
、
小
人
＝
１
５

０
０
円

講
演
・
講
座

イ
ベ
ン
ト

ホームページ

インスタグラム ホームページ

ツイッター フェイスブック

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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※
弁
当
＝
千
円
〜
（
要
予
約
）

募
集
期
間　

11
月
21
日
㈯
ま
で

申
問
電
話
で
、
錦
川
鉄
道
㈱
☎（
72
）２
０
０

２第
42
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
「
美
術
・
工
芸
部
門
」

　

県
内
の
高
校
生
が
制
作
し
た
美
術
・
工
芸

作
品
、
約
１
５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰　

９
時
30
分

〜
17
時
（
15
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

企
画
展
示
ホ

ー
ル

問
高
水
高
等
学
校
☎（
31
）７
１
９
１

第
28
回 Red Feather C

u
p

●
岩
国
市
民
赤
い
羽
根
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
23
日
㈷　

８
時
〜
（
受
け
付
け

＝
７
時
20
分
〜
）

場
所　

岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）

料
金　

参
加
料
＝
３
千
円
、
プ
レ
ー
代
（
ビ

ジ
タ
ー
）
＝
９
９
０
０
円
（
セ
ル
フ
、
食
事

代
込
み
）

募
集
期
間　

11
月
12
日
㈭
ま
で

27
日
㈮　

○
岩
国
警
察
署　

９
時
30
分
〜
12

時
30
分
、
13
時
45
分
〜
15
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

走
る
こ
と
が
苦
手
な
子
の
た
め

の
走
り
方
教
室

対
象　

年
中
〜
小
学
４
年
生

日
時　

11
月
29
日
㈰　

①
９
時
〜
10
時
10
分

②
10
時
40
分
〜
11
時
50
分　

③
13
時
〜
14
時

10
分　

④
14
時
40
分
〜
15
時
50
分

場
所　

岩
国
運
動
公
園　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

申
問
岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

☎（
38
）１
１
７
７

日
米
交
流
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
ろ
う

●
折
り
鶴
で
飾
る
祈
り
の
木

日
時　

11
月
29
日
㈰　

①
９
時
30
分
〜
10
時

②
10
時
〜
10
時
30
分　

③
10
時
30
分
〜
11
時

④
11
時
〜
11
時
30
分　

⑤
11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

市
役
所　

１
階
ロ
ビ
ー

定
員　

各
８
人
程
度
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

内
容　

願
い
を
書
い
た
折
り
鶴
を
持
参
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
る
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
作
成
す
る
な
ど

募
集
期
間　

11
月
４
日
㈬　

９
時
〜

申
問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

献
血11

月
の
献
血

８
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

13
日
㈮　

○
岩
国
税
務
署　

10
時
〜
15
時
30

分22
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

ル
場

定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）

料
金　

１
２
０
０
円

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈪　

10
時
〜

申
岩
国
運
動
公
園

ミ
ズ
ノ
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
や
っ
て
み
よ
う
！
サ
ッ
カ
ー
体
験
会

対
象　

①
幼
児
〜
小
学
１
年
生　

②
小
学
２

年
〜
４
年
生　

日
時　

11
月
22
日
㈰　

①
＝
９
時
〜
10
時　

②
＝
11
時
〜
12
時

場
所　

岩
国
運
動
公
園

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

内
容　

①
＝
ボ
ー
ル
に
慣
れ
る
楽
し
さ
を
体

験　

②
＝
蹴
る
・
止
め
る
・
運
ぶ
の
「
で
き

る
」
を
体
験

料
金　

１
５
０
０
円（
参
加
記
念
品
料
込
み
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜

申
岩
国
運
動
公
園

岩
国
運
動
公
園

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

献　

血

料金の記載がないものは原則無料です
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美
川
ム
ー
バ
レ
ー

㊡
火
曜
・
水
曜

美
川
町
根
笠　

☎（
77
）０
１
１
１

地
元
の
素
材
で
リ
ー
ス
作
り

●
手
ぶ
ら
で
楽
し
く
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

日
時　

11
月
22
日
㈰
・
23
日
㈷
・
29
日
㈰
、

12
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・
20
日
㈰　

10
時
〜

15
時

場
所　

美
川
ム
ー
バ
レ
ー　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
３
階
体
験
工
房

内
容　

地
元
で
採
れ
た
か
ず
ら
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
を
使
っ
て
リ
ー
ス
を
作
る

料
金　

１
２
０
０
円
／
個

申
美
川
ム
ー
バ
レ
ー

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

山
口
県
科
学
作
品
展

出
品
作
品
展
覧
会

日
時　

11
月
18
日
㈬
〜
25
日
㈬　

９
時
〜
17

例
や
資
料
を
中
心
に
紹
介

●
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

日
時　

11
月
14
日
㈯　

10
時
〜
10
時
30
分

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
岩
国
に
お
け
る
医
学
に
つ
い
て

日
時　

11
月
15
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

枝
元
咲
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

11
月
15
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

時場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

展
示
室

内
容　

県
作
品
展
に
岩
国
地
区
代
表
と
し
て

出
品
さ
れ
た
、
小
・
中
学
生
の
科
学
振
興
展

特
選
作
品
を
展
示

問
科
学
セ
ン
タ
ー

科
学
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
募
集

対
象　

20
歳
以
上
で
、
年
５
〜
６
回
程
度
の

活
動
に
参
加
で
き
る
人
（
市
外
の
人
も
可
）

活
動
場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー
、
ミ
ク
ロ
生
物

館
な
ど

申
所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー
へ

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
近
世
岩
国
の
メ
デ
ィ
ア

日
時　

11
月
1
日
㈰
〜
12
月
20
日
㈰

内
容　

江
戸
時
代
に
お
け
る
情
報
の
伝
え
方

や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
岩
国
に
関
す
る
事

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

12
月
６
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
２
１
３

ク
リ
ス
マ
ス
用
品
作
り

●
ツ
リ
ー
と
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り

日
時　

11
月
14
日
㈯　

①
９
時
30
分
〜
11
時

30
分　

②
13
時
〜
15
時　

11
月
15
日
㈰　

③
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

④
13
時
〜
15
時

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

科
学
セ
ン
タ
ー

六十余州名所図会 周防
岩国錦帯橋／歌川広重作

岩
国
徴
古
館

丸
太
村

美
川
ム
ー
バ
レ
ー

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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料
金　

８
０
０
円
／
個

申
丸
太
村

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く
「
こ
ろ
こ
ろ
ア
ン
パ

ン
マ
ン
と
な
か
ま
た
ち
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児

日
時　

11
月
19
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

転
ん
で
も
元
気
に
起
き
る
、
お
き
あ

が
り
こ
ぼ
し
を
作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
働
く
く
る
ま
」

対
象　

小
学
生

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜

●
工
作
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
28
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ア
サ
ガ
オ
や
イ
モ
、
か
ず
ら
の
つ
る

を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
る

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

●
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
家
族
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈯　

13
時
〜
（
開
場
＝
12

時
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

多
目
的
ホ
ー

ル出
演　

井
出
崎
優
（
サ
ッ
ク
ス
）、
大
塚
照

道
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）、
高
橋
優
介
（
ピ
ア
ノ
・

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
）

料
金【
全
席
指
定
】　

２
千
円
（
小
学
生
以
下

＝
５
０
０
円
、
３
歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
は
無

日
時　

11
月
21
日
㈯　

14
時
〜
15
時
30
分

（
当
日
受
け
付
け
＝
14
時
30
分
ま
で
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

糸
車
を
作
っ
て
遊
ぶ

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
21
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

ル
ー
ル
を
学
ん
で
将
棋
を
楽
し
む

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮　

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

工
作
教
室

●
簡
単
工
作
「
パ
ク
パ
ク
カ
バ
」

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
９
日
㈪　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
パ
ク
パ
ク
と

口
が
動
く
カ
バ
を
作
る

料
）

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎（
24
）１
２
２
１

ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ

　

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
歴
が
あ
る

２
人
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
か
ら
映
画
音
楽
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
幅
広
い
音
楽
を
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈬　

19
時
〜

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

出
演　

比
嘉
祥
人
、
新
崎
誠
実

料
金　

一
般
＝
千
円
、
ペ
ア
＝
１
５
０
０
円

（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）

※
財
団
賛
助
会
員
は
無
料

申（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎（
24
）８
９
９
６

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
市
民
文
化
会
館

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

料金の記載がないものは原則無料です
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岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.130

　

地
元
選
出
国
会
議
員
で
あ
る
岸
衆
議
院

議
員
が
、
菅
内
閣
に
お
い
て
防
衛
大
臣
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
臣
は
、
こ
れ
ま
で
外
務
副
大
臣
や
防

衛
大
臣
政
務
官
、
衆
議
院
安
全
保
障
委
員

会
の
委
員
長
な
ど
要
職
を
務
め
ら
れ
て
お

り
、
満
を
持
し
て
の
就
任
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
の
現
状
や
過
去
の
協
議
内
容
を
熟

知
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
地
が
所
在

す
る
自
治
体
の
市
長
と
し
て
、
大
変
心
強

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物
写真は、被写体の承諾を得
てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万
画素以上）またはＬ判以上
の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　
②電話番号　
③作品名　④撮影日　
⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送
または直接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

352　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館
のハッシュタグをつけて、
インスタグラムでも応募で
きます。

皆さんの応募作品はホーム
ページにも掲載しています

く
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、

依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
大
臣

に
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を

生
か
さ
れ
、
国
の
防
衛
政
策
を
円
滑
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
岩
国
市
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
安
全

保
障
政
策
に
理
解
を
示
し
、
基
地
の
安
定

的
な
運
用
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
ご
就
任
に
よ
り
、
私
た
ち

地
域
の
想
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
や
懸
案

事
項
が
加
速
度
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
国
と
の
信
頼
関
係
の
下
、
市
民

の
安
心
安
全
対
策
や
地
域
振
興
策
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

撮 影 者：松田雄二さん
撮 影 日：９月20日
撮影場所：吉香公園

「快晴散歩」
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